
Ｊ
Ｒ
総
連
は
６
月
６
～
７

日
、
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

東
21

京
で
結
成

周
年
記
念
第

30

33

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
に
は
国
内
外
か
ら

多
く
の
ご
来
賓
が
出
席
し
ま

し
た
。

榎
本
委
員
長
は
、
主
催
者

挨
拶
で
「
結
成

年
、
私
た

30

ち
が
目
指
し
た
社
会
、
会
社

と
は
言
い
難
い
状
況
が
つ
く

ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
現
実

を
許
さ
ず
、
労
働
組
合
と
し

て
闘
っ
て
い
く
。
共
謀
罪
廃

案
に
向
け
闘
お
う
。
安
全
を

阻
害
す
る
格
差
導
入
・
競
争

を
許
さ
ず
闘
お
う
。
崩
れ
た

国
鉄
改
革
ス
キ
ー
ム
を
元
に

戻
す
闘
い
を
進
め
て
い
く
」

と
訴
え
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
国
鉄
改

革

年
の
闘
い
の
総
括
や
各

30
単
組
で
抱
え
て
い
る
課
題
の

克
服
の
た
め
の
闘
い
の
報

告
、
今
後
の
闘
い
の
展
望
な

Ｊ
Ｒ
東
海
は
４
月
１
日
、

経
営
理
念
を
変
更
し
た
。「
日

本
の
大
動
脈
と
社
会
基
盤
の

発
展
に
貢
献
す
る
」
と
し
た
。

Ｊ
Ｒ
発
足

年
、
会
社
は
運

30

輸
系
統
社
員
の
運
用
変
更
で

駅
係
員
と
乗
務
員
の
運
用
を

共
通
化
、
効
率
化
を
行
っ
た
。

新
た
な
人
事
賃
金
制
度
を
導

入
し
、
昇
格
試
験
に
合
格
し

な
い
と
定
期
昇
給
額
が
逓
減

し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
社

員
間
に
無
用
な
競
争
を
持
ち

込
ん
だ
。
会
社
は

年
か
け

30

て
国
鉄
色
を
徐
々
に
消
し
経

営
理
念
を
変
更
し
た
。
「
日

本
の
大
動
脈
に
貢
献
」
と
は

「
全
て
は
リ
ニ
ア
の
た
め
に
」

と
い
う
こ
と
。
安
全
を
脅
か

Ｊ
Ｒ
総
連
は
結
成

周
年

30

記
念
と
し
て
、
第

回
定
期

33

大
会
と
併
せ
「
鉄
路
の
安
全

と
未
来
を
切
り
拓
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
単
組
か
ら
政
策
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
「
鉄
路
の
安

全
確
立
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
東
海

労
の
闘
い
」
～
仲
間
と
共
に

安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
の
あ

る
職
場
を
つ
く
り
出
そ
う
！

～
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
橋

副
委
員
長
が
発
表
し
ま
し

た
。
以
下
、
発
表
の
要
旨
で

す
。１

月

日
、
「
の
ぞ
み

25

31

号
」
が
山
陽
新
幹
線
・
小
倉

～
博
多
間
を
走
行
中
、

号
11

車
の
歯
車
箱
が
大
破
す
る
事

故
が
発
生
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
こ
の
事
故
を
「
異
音
感

知
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
発

表
、
Ｊ
Ｒ
西
労
の
申
し
入
れ

に
対
し
て
、
「
原
因
は
異
物

が
歯
車
箱
の
油
面
計
に
当
た

り
、
割
れ
た
油
面
計
か
ら
潤

滑
油
が
漏
れ
、
歯
車
が
温
度

上
昇
し
た
こ
と
で
小
歯
車
軸

受
が
損
傷
し
た
」
と
し
た
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
、
Ｊ
Ｒ

東
海
労
の
仲
間
は
、
「
油
面

計
が
割
れ
て
も
流
出
す
る
潤

滑
油
は
１
㍑
程
度
で
あ
り
歯

車
箱
内
に
は
２
㍑
程
度
の
潤

滑
油
が
残
っ
て
い
る
の
で
小

歯
車
軸
受
が
損
傷
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
種
の
事
故
は
、
過
去

「
の
ぞ
み

号
」
「
ひ
か
り

56

５
１
５
号
」
「
ひ
か
り
２
９

１
号
」
で
発
生
し
て
い
る
。

「
の
ぞ
み

号
」
に
対
し
会

31

社
は
「
他
社
の
事
象
で
あ
り

回
答
す
る
立
場
に
な
い
」
と

回
答
し
た
。
こ
の
事
故
後
、

２
月
か
ら
は
「
駆
動
系
異
常

が
表
示
さ
れ
た
場
合
は
直
ち

に
停
止
手
配
す
る
こ
と
」
に

改
め
ら
れ
た
が
、
「
台
車
振

動
検
知
装
置
」
を
全
て
の
新

幹
線
車
両
に
搭
載
し
、
動
作

し
た
場
合
は
自
動
的
に
非
常

ブ
レ
ー
キ
が
動
作
す
る
よ
う

に
求
め
る
。
そ
し
て
、
検
査

周
期
延
伸
を
求
め
る
。

会
社
は
「
東
海
道
線
（
岡

崎
～
豊
橋
間
）
の
駅
営
業
体

制
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
」

「
東
海
道
新
幹
線
車
内
業
務

の
見
直
し
」
の
２
つ
の
大
効

率
化
を
組
合
に
説
明
し
た
。

こ
れ
は
リ
ニ
ア
建
設
の
た
め

の
経
費
削
減
で
あ
る
。
私
た

ち
は
、
安
全
と
労
働
者
の
健

康
を
脅
か
し
、
ゆ
と
り
を
奪

う
効
率
化
を
や
め
る
こ
と
を

求
め
る
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
・
Ｊ
Ｒ
総
連
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
す
。
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ど
に
つ
い
て
発
言
が
さ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
は
、

木
下
代
議
員
（
書
記
長
）
が

Ｊ
Ｒ
東
海
労
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
中
心
に
発
言
し
ま
し

た
。総

括
答
弁
で
柳
書
記
長
は

「
結
成

年
の
総
括
と
向
こ

30

う

年
の
方
針
を
確
立
で
き

30
た
大
会
。

Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘

17

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
牽
引

し
、
多
く
の
成
果
を
勝
ち
取

す
駅
の
無
人
化
の
拡
大
、
新

幹
線
車
内
業
務
の
見
直
し
を

目
論
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

「
の
ぞ
み

号
」
事
故
が
あ

31

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ

ら
な
る
車
両
の
検
査
周
期
延

伸
を
計
画
し
て
い
る
。

っ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
昇
格

試
験
に
合
格
し
な
い
限
り
賃

金
が
上
が
ら
な
い
制
度
に
な

っ
て
お
り
、
労
働
者
の
分
断

・
差
別
が
さ
れ
て
い
る
。
他

社
も
無
縁
で
は
な
い
。
新
た

な
人
事
賃
金
制
度
は
人
命
を

預
か
る
鉄
道
に
は
相
容
れ
な

い
。
格
差
・
差
別
を
許
さ
ず

闘
お
う
」
と
訴
え
、
大
会
は

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
貨
物

が
深
刻
な
経
営
課
題
を
抱
え

て
い
る
中
、
会
社
は
リ
ニ
ア

建
設
に
対
し
、
財
政
投
融
資

か
ら
２
兆
２
千
億
円
も
の
融

資
を
受
け
た
。
ウ
ラ
ン
鉱
床

の
恐
れ
が
あ
る
場
所
の
工
事

計
画
が
あ
り
、
そ
こ
を
掘
削

す
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た
な

く
恐
れ
が
あ
る
。
ま
さ
に
国

鉄
改
革
の
否
定
で
あ
る
。

自
衛
隊
体
験
入
隊
を
実
施

し
た
職
場
が
あ
る
。
鉄
道
会

社
に
は
必
要
な
い
。
ま
す
ま

す
職
場
は
ギ
ス
ギ
ス
し
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
現
実
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｒ
総
連
お
よ
び
加
盟
各

単
組
と
固
い
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
組
織
破
壊
攻
撃
を
跳
ね

除
け
、
国
鉄
改
革
を
否
定
す

る
勢
力
と
は
断
固
闘
う
。

木
下
書
記
長
発
言
（
要
旨
）

安
全
シ
ン
ポ
で
会
社
の
安
全
姿
勢
を
糾
す
！

ＪＲ総連第33回定期大会、
記念シンポジウム開催！



安
倍
政
権
の
改
憲
策
動
を
許
す
な
！

５
・
３
憲
法
集
会
に
参
加
！

テ
ロ
等
準
備
罪
を
新
た
に

設
け
る
組
織
犯
罪
処
罰
法
改

正
案
（
い
わ
ゆ
る
「
共
謀
罪
」
）

は
５
月

日
、
衆
議
院
本
会

23

議
で
自
民
・
公
明
・
日
本
維

新
の
会
な
ど
の
賛
成
多
数
で

強
行
可
決
さ
れ
、
参
議
院
で

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
会
」
が
５
月
３
日
、
東
京

・
有
明
防
災
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
全
国

か
ら
５
万
五
千
人
が
参
加

し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
Ｊ
Ｒ
総

連
の
仲
間
と
共
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
た
。

憲
法
施
行
か
ら

年
、
安

70

倍
政
権
は
２
０
２
０
年
の
改

憲
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
で
参
加
者
は
、
「
憲

法
改
悪
反
対
！
９
条
守
ろ

う
！
共
謀
罪
法
案
廃
案
！
」

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
５
月
24

日
、
静
岡
労
政
会
館
で
第
18

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

福
島
会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
の
30

年
を
振
り
返
る
と
き
、
私
た

ち
は
『
整
理
解
雇
は
絶
対
さ

せ
な
い
』
と
し
て
、
な
り
ふ

り
構
わ
ず
仲
間
を
信
じ
て
闘

っ
た
『
あ
の
日
』
を
共
有
し

て
い
る
同
志
で
あ
り
、
戦
友

で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
人

は
な
い
」
と
熱
き
思
い
を
訴

え
ま
し
た
。

来
賓
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ

連
絡
会
伊
藤
事
務
長
、
本
部

木
下
書
記
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
伊
藤
事
務
長
は
「
６
年

後
、
国
鉄
採
用
ゼ
ロ
の

年
10

に
入
る
。
今
か
ら
そ
の
準
備

を
し
て
い
こ
う
」
と
語
り
ま

し
た
。
木
下
書
記
長
は
「
先

輩
た
ち
の
ボ
ー
ナ
ス
・
カ
ッ

ト
粉
砕
の
闘
い
が
、
昨
年
ボ

ー
ナ
ス
・
カ
ッ
ト
、
ゼ
ロ
を

実
現
し
た
。
自
前
の
裁
判
闘

争
、
本
人
訴
訟
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
場
を
活
用
し
て
勝
ち
取

っ
た
成
果
だ
」
と
報
告
し
ま

し
た
。
質
疑
で
は
、
９
名
の

委
員
が
発
言
し
ま
し
た
。

（２）第３８６号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１７年（平成２９年）６月９日

「
施
行

年

い
い
ね
！

70

日
本
国
憲
法H

｣

平
和
と
い
の

ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法

共
謀
罪
廃
案
に
向
け
、
多

く
の
知
識
人
・
市
民
・
労
働

者
が
国
会
前
で
、
抗
議
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

東
海
労
は
、
新
幹
線
地
本
を

中
心
と
し
て
、
連
日
に
わ
た

り
国
会
前
に
駆
け
付
け
、
共

謀
罪
廃
止
を
訴
え
続
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
５
月

日
に
は
、

31

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
５

・

共
謀
罪
法
案
の
廃
案
を

31
求
め
る
市
民
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
Ｊ

Ｒ
総
連
の
仲
間
と
共
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は
６
月
４

日
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
東
京

プ
ラ
ザ
「
都
会
の
農
園
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
テ
ラ
ス
」
で
地
本

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
５
月
10

日
、
静
岡
県
営
草
薙
野
球
場

で
第

回
野
球
大
会
を
開
催

25

し
ま
し
た
。
前
夜
か
ら
の
雨

で
グ
ラ
ン
ド
に
は
い
く
つ
も

レ
ク
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
レ
ク
に
は
、

多
く
の
組
合
員
・
家
族
・
Ｏ

の
水
溜
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
と
球
場
関
係
者

の
ご
協
力
で
グ
ラ
ン
ド
整
備

を
進
め
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
静
岡
支
部
が

参
加
し
、

代
の
若
者
中
心

20

の
チ
ー
ム
を
迎
え
て
の
２
試

合
は
、
大
熱
戦
を
展
開
し
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催

し
、
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し

た
。試

合
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
第
１
試
合
：
Ｊ
Ｒ
東
海

労
東
軍
０

－

７
Ｊ
Ｒ
貨
物
労

組
静
岡
支
部
、
第
２
試
合
：

Ｊ
Ｒ
東
海
労
西
軍
１

－

３
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組
静
岡
支
部

Ｂ
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は
、
連
日
に

わ
た
り
国
会
前
な
ど
で
「
共

謀
罪
」
廃
案
に
向
け
た
闘
い

や
、
新
幹
線
車
内
業
務
の
見

直
し
反
対
の
闘
い
を
継
続
的

に
展
開
し
て
お
り
、
参
加
者

は
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で

英
気
を
養
い
ま
し
た
。

初
夏
の
ア
ウ
ト
ド
ア
満
喫
！

新
幹
線
地
本
Ｂ
Ｂ
Ｑ
レ
ク
開
催

現職と共に、
ＯＢは闘おう！
第18回ＯＢ会定期総会開催

若
手
相
手
に
大
熱
戦
！

第

回
野
球
大
会

25

連日国会前行動に参加

「５・31共謀罪法案の廃案を求める市民

の集い（日比谷野外音楽堂）


